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原点と 1C の中心の座標 1P ),1( 1r を通る直線をm とすると、m の傾きは 1tan r  

2C の中心の座標 2P を ),( 2 br とし、原点と 2P を通る直線を nとすると、 nの傾きは 
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以上により、求める l の方程式は xy
3

4
 、 21 98 rr  の最小値は 7  ……(答) 

 

 

(注) 

図から 1b に気づければ、計算が楽。 

17
1

18
)1(81

1

2
9898

1

1

1

121 





















r
r

r
rrr とすれば、相加平均・相乗平均の関係が利用できる。 


